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平平成成 2277 年年度度 組組織織・・機機構構概概要要説説明明

平成２７年度は、一部組織体制を改編するなど増大する事務事業に対応しつつ、市の重点施策の実現を効率よく推進する

ことのできる体制としました。 

平成２７年度は、前年度末に２２名の退職（定年退職２０名、早期退職２名）があり、定員管理計画に基づき、欠員を補

充する職員採用を行い、定員管理上の職員数は５２２名となります。（平成２６年度職員数５１８名） 

主要な内容（組織） 

● 組織全体では、再任用職員を積極的に活用するなど、効率的な人員配置に努めております。 

● 総務部では、男女共同参画社会の推進を図るため、総務部次長を「男女共同参画社会推進参与」の兼務としています。

次長職の「人事参与」を廃止し、人事管理等は総務部次長の所管とし、新たに課長級の再任用管理職の「人事評価主幹」

を配置します。また、公会計の導入及び公共施設マネジメントの推進に向け、新たに課長級の「公共施設主幹」を配置

します。 

● 企画振興部では、全庁横断的な政策調整等を推進するため、企画・広報課に新たに課長級の再任用管理職の「政策調整

主幹」を配置します。 

● 生活環境部では、焼却処理施設整備事業の住民説明会等の開催等、一定の理解が得られたことから、部長級の「環境政

策室長」を次長級としています。島松支所長には、次長級の再任用管理職を配置します。また、「市民活動推進室」を

「市民活動推進課」に再編し、生活環境部次長を「市民活動推進課長」の兼務とし、課長級の再任用管理職の「市民活

動推進主幹」を配置します。 



● 保健福祉部では、次長級の保健センター長を「保健福祉部次長」の兼務とし、「保健課」に新たに課長級の主幹を配置

します。 

保健福祉部子ども未来室では、子ども発達支援センターに次長級の再任用管理職を配置します。平成２７年度からの子

ども・子育て支援新制度のスタートに向けての体制整備として、「子ども家庭課」に「子ども総務課」を吸収統合し、

「保育課」を「子育て支援課」に再編し、名称変更します。 

● 建設部では、建設部事業の全体調整を図るため、次長級の再任用管理職として「事業調整参与」を新たに配置します。 

● 水道部では、水道企業団等からの受水により必要な供給能力が確保されることから、「浄水事業所」を廃止します。

● 教育部では、「図書館」と「郷土資料館」を所管する「図書館長」を分離し、「図書館長」は次長職(社会教育担当)の

兼務とし、「郷土資料館」に課長級の再任用管理職の「郷土資料館長」を新たに配置します。 

以上により、平成 27 年度の各部の重点施策等を考慮し、一部の組織の増強、統合などを行いました。 

異動に際しては、増大している事務事業の中、市全体の配置職員数の見直しや再任用制度を最大限に活かすとともに、

関係各部との組織・機構に対する聞き取りや職員の意向調査を実施し、希望者とは面談を十分に行い、職員の意識高揚及

び適材適所の配置に努めながら行いました。 

 今回の異動者総数は２５１名となり、昇任者は部長級２名、次長級７名、課長級１４名、主査級１９名の計４２名となりま

す。 



職員数の内訳 

職 名 平成 26 年度職員数 平成 27 年度職員数 異動者数 昇任者数 備    考 

部 長 級 １２（１１）名 １１（１０）名  ３ 名 ２ 名

次 長 級 １９（１９）名 １９（１９）名  １１ 名 ７ 名

課 長 級 ６１（５９）名 ６２（６０）名  ２７ 名 １４ 名

主 査 級 １５８（１５７）名 １５８（１５７）名  ５４ 名 １９ 名

スタッフ ２７２（２７２）名 ２７６（２７６）名  ９７ 名 ― （新規採用者２４名） 

正規職員 計 ５２２（５１８）名 ５２６（５２２）名  １９２ 名 ４２ 名

再任用職員 ５５名 ５９名 ５９ 名

  ※（ ）内の数字は道からの派遣職員を除き、市から派遣される職員を含めた、定員管理上の市職員数。


